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国際プログラム部門

１．はじめに

　本学では1996年から半年または１年の短期交換留学

プログラム（NUPACE）を実施してきたが，近年，海

外協定校より数週間のプログラムの要望が高まってき

たことを受け，2016年２月より２週間の日本語プログ

ラム（NUSTEP）を実施している。

　プログラムの実施にあたっては，2014年９月に国際

教育交流センター，国際言語センター，国際学生交流

課（現・学生交流課）有志からなるワーキンググルー

プが立ち上がり，2015年4月には NUSTEP 運営委員

会が設置され，準備を進めてきた。今年度の委員会の

構成メンバーは，Matthew Linley，徳弘康代，初鹿野

阿れ，渡部留美，伊東章子，坂井伸彰，松尾憲暁（以

上，国際教育交流センター），古谷礼子，曾剛（以上，

工学研究科），牛田正敏，山田利幸（以上，学生交流

課）である。

　本稿では2016年夏季（以下，夏季），2017年春季（以

下，春季）のプログラムについて報告する。

２．期間と参加者

　夏季は７月７日から21日まで，春季は２月９日

から21日まで，それぞれ２週間にわたり実施した。

NUSTEP は，名古屋大学と学術交流協定を締結してい

る大学に所属している，中級レベル（日本語能力試験

Ｎ３〜Ｎ２相当）の日本語力を有する学生を対象とし

ている。書類審査，語学力等の選考を経て，夏季は８

大学から21名，春季は12大学から30名の学生が参加し

た。なお，応募者数は夏季が31名，春季が99名であり，

春季は前年度と比較し，３倍近くの応募状況となって

いる。参加者の内訳は以下の通りである。

＜夏季＞

香港大学６名，国立台湾大学２名，吉林大学２名，清

華大学２名，同済大学２名，華中科技大学１名，大連

理工大学１名，西オーストラリア大学５名

＜春季＞

国立清華大学２名，国立中正大学２名，国立台湾大学

4名，吉林大学３名，南京大学３名，ハルビン工業大

学３名，同済大学１名，大連理工大学３名，東北大学

３名，北京大学２名，西オーストラリア大学２名，イ

ンドネシア大学２名

３．目的

　NUSTEP は２週間の滞在を通じ，日本や名古屋大学

に興味を持ってもらい，将来の交換留学や大学院進学

に繋げることを目的としている。そのため，内容の学

術性を重視している。このことを踏まえ，以下の３点

をプログラムの目標に設定した。

①日本語を使って日本の文化・社会についての自分の

考えを発表する。

②体験や交流を通し，日本の文化・社会を理解する。

③名古屋大学の教育や研究を体験する。

４．内容

　プログラムは，１）日本語，２）エクスカーション，

３）日本研究①「伝統と文化」，4）名古屋大学学生と

の交流会（春季のみ），５）キャリア探求ワークショッ

プ，６）専門講義／ラボ見学，７）日本研究②「企業

と労働」，８）日本研究③「現代社会と若者」，９）市

内視察，から構成されている。
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（１） 日本語

　NUSTEP は本学での単位を付与することはできな

いが，協定校で単位認定が行えるように１コマ90分 ×

16回（修了試験含む）で日本語の授業を構成し，成績

評価を行う。評価は出席20%，授業中の課題30%，修

了試験（最終発表）50% とし，３分の２以上の授業へ

の出席を必要としている。

　授業は夏季を蓮池いずみ先生と福富七重先生に，春

季を椿由紀子先生と加藤淳先生にご担当いただいた。

プログラム初日の午後に，作文と面接試験からなるク

ラス分けテストを実施し，その結果を踏まえ，全体を

２クラスに分けた。

　クラスは異なっても，扱うトピックは同じであり，

段階的にアカデミックスキルが習得できるように授業

を組んでおり，２クラス合同の授業も行なっている。

また，午後の講義や活動と有機的に結びつくような

コースデザインとなっており，学生は午前の日本語の

講義で学んだことを午後の講義や活動で深め，翌日の

授業で日本語を使って報告するというサイクルを繰り

返した。

　授業では教師の授業を聞くだけの受動的な学習では

なく，グループ学習などの活動を多く取り入れ，主体

的に学習に取り組むことを促した。さらに，授業のう

ち数回は，本学の学生ボランティアに参加してもら

い，意見交換等を行う活動も行った。

　最終日には，期間中に学んだことの中から各自で

テーマを選択し，自身の考察を加えたプレゼンテー

ションを行った。

＜最終発表会のタイトルの一例＞

・日本の医療保険制度について

・現代的な日本伝統工芸品の衰退について

・インドネシアと日本の－カイゼン－について

（２） エクスカーション

　愛知県の歴史・文化・社会について学ぶため，夏季

は岡崎を，春季は瀬戸と犬山をそれぞれ訪問した。

　夏季は，岡崎で愛知県民の食生活に欠かせない八丁

味噌の工房「カクキュー八丁味噌の郷」を訪ね，味噌

作りの歴史や醸造方法について学んだ。その後，岡崎

城を見学した後，おかざき自然体験の森において箸作

りを体験した。

　春季は，瀬戸で愛知県が誇る陶器文化を学ぶため，

招き猫ミュージアムを見学し，その後，陶芸教室にて

招き猫への色付け体験を行った。犬山では，犬山城と

その城下町を散策後，日本のものづくり文化の根源に

触れるため，城下町にあるからくり展示館を見学し

た。

（３） 日本研究①「伝統と文化」

　日本文化の体験として着付けと書道を体験した。着

付けは，駒 Kimono creat の加藤かつ子先生に，男女１

名ずつの学生代表への着物の着付けを実演と合わせ，

着物文化についてご講義いただだいた。その後，学生

全員に浴衣の着付けを行ったが，その際，駒 Kimono 

creat の有志の皆様，河嶋春菜先生（国際教育交流セ

ンター海外留学部門）にもご協力いただいた。

表１　全体スケジュール（春季の例）

日程 午前 午後

2/13 入寮

2/14 開講式，オリエンテーション クラス分け，大学紹介，歓迎会

2/15 エクスカーション（岡崎）

2/16 休み

2/13 日本語：名古屋と中部地域 日本研究①「伝統と文化」
名古屋大学の学生との交流会

2/14 日本語：日本の文化 【発表１】 キャリア探求ワークショップ

2/15 日本語： 日本事情 
（社会・文化・人）

専門講義・ラボ見学 ①

2/16 日本語： 日本のモノづくり・
人作り

日本研究②「企業と労働」

2/17 日本語：インタビューの仕方
 【発表２】

日本研究③
　「現代社会と若者」

2/18, 
19

市内視察（希望者のみ）／休み

2/20 日本語：インタビュー報告
 【発表３】

専門講義・ラボ見学 ②

2/21 日本語：最終発表準備 自主学習

2/22 最終発表 修了式，歓送会

2/23 退寮

最終発表会
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　書道は，徳弘康代先生（国際教育交流センター国際

プログラム部門）にご指導いただいた。漢字圏の学生

が多かったため，漢字ではなく，ひらがなを題材とし

て取り上げた。手本を見ながら筆運びを練習した後，

自分の好きな文字を書くことにも挑戦した。

（4） 名古屋大学の学生との交流会

　これまでのアンケート結果から，プログラム前半で

の学生交流を望む声が多かったことから，春季では本

学の学生との交流会を授業開始日の夕方に実施した。

夕方ということもあり，学生の参加は任意としたが，

ほとんどの学生が参加していた。交流会は，学内のよ

さこいサークル「快踊乱舞」に来てもらい，サークル

の紹介と実演，体験，フリートークという流れで進め

た。上記のサークルのメンバー以外にも７名程度の本

学の学生が参加し，全員で踊りや会話を楽しんだ。

（５） キャリア探求ワークショップ

　夏季は，自身の価値観を明確にして，今後のキャリ

アについて考える活動としてビジョンマップという活

動を，船津静代先生（学生相談総合センター）に実施

いただいた。授業のフレームについて講義の後，学生

は山積みとなった雑誌類の中から自身の興味をある部

分を切り抜き，画用紙に貼って生き，出来上がった作

品をグループの仲間に説明するという活動を行った。

　春季は，有松にある絞り会館を訪問し，愛知県の伝

統産業の一つである有松絞りについて商工協同組合の

方々より説明を受けた。その中では，伝統産業を残す

ために，企業とも協働して新たなことにもチャレンジ

しているという話を伺うことができた。その後，学生

は絞り作りを体験してから，商工協同組合の方々の案

内で有松の伝統的な町並みを散策した。

（６） 専門講義／ラボ見学

　本学の実際の教育・研究を体験してもらうために，

本学教員による専門講義と学内の研究施設の見学をプ

ログラム中に２回実施した。

　一回は文系と理系に分かれて実施した。文系は伊東

章子先生（元・国際言語文化研究科，現・人文学研究

科）による「鉄道網の発展と日本の近代化」の講義。

理系は曾剛先生（工学研究科）による「自動運転技術」

の講義を受講した後，同先生と未来社会創造機構の車

両台上特性評価室を見学した。見学の際は，青木宏文

先生（未来社会創造機構）にご説明いただいた。

　もう一回は文系理系の学生合同で減災館を訪問し，

Emanuel LELEITO 先生（工学研究科）による防災に

関する講義を受講。その後，同先生にご説明いただき

ながら，館内を見学した。

（７） 日本研究②「企業と労働」

　愛知県のものづくり文化について学ぶため，その代

表とも言えるトヨタの元町工場を見学した。見学後に

はミュージアムに移動し，自由に展示物を見て回っ

た。館内では各セクションに解説してくれるスタッフ

が配置されているが，学生はただ説明を聞くだけでな

く，事前の日本語の授業で準備していた質問をスタッ

フに投げかけていた。

（８） 日本研究③「現代社会と若者」

　本学の学生15名程度との交流会を行った。まず，グ

ループに分かれ，自己紹介を行った後，アイスブレイ

クとして NUSTEP のティーチングアシスタントが考

案したゲームを行い，場が和んだところで，留学生が

自身で設定したテーマに関して本学の学生にインタ

ビューを行った。インタビューの後は自由に交流する

時間を設け，気軽に多くの人と話してもらい，最後に

全体で振り返りを行った。

名古屋大学の学生へのインタビュー

（９） 市内視察

　土曜日ということで，参加は任意であったが，夏季

も春季も半数以上の学生が参加した。行き先について

は，事前に参加者全員で話し合って決めたが，どちら

も午前は名古屋城に行くことになった。午後は希望す

る行き先が分かれたこともあり，自由行動としたが，

夏季は名古屋市科学館に，春季は名古屋市水族館に行
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く学生が多かった。

５．プログラムの評価と今後の課題

　夏季，春季ともに，終了時に実施したアンケート結

果からは，本プログラムが好評であったことが伺え

る。昨年度のアンケートにおいて，「人との交流」につ

いて印象に残ったという学生が多かったことから，今

年度は名古屋大学の学生との交流の機会を増やした。

結果，「人」を通して得られた気づきも多く，その点を

評価するコメントも多かった。しかし，期間中の交流

がプログラム後も継続しているかどうかについては疑

問がある。期間中においても授業外は同じ大学や国籍

の学生同士で固まる傾向が強かったように思われる。

２週間という短い期間での学生同士の関係性の構築は

難しいかもしれないが，プログラムで得られた繋がり

が持続できるようにプログラムをデザインできると，

また違ったプログラムの価値が出てくるように思われ

る。

　受け入れに関し，本学全体の留学生数の増加に伴

い，これまで利用していた学内の宿泊施設に参加学生

全員が入居できないという状況が春季に生じた。その

ため，参加学生の一部は学外の宿舎に宿泊することと

なり，管理の負担が増え，また，学内宿舎の学生と学外

宿舎の学生との間の交流の機会が著しく減ってしまっ

た。様々なプログラムが実施されている夏も宿泊施設

が不足するという事態は生じる可能性が強い。また，

夏季は学期中に実施しているため，教室の手配も難し

い状況である。大学の国際化が叫ばれる中，より多く

の留学生を受け入れることは望ましいことであり，上

記のような受け入れ態勢を整えていくことも重要とな

るだろう。

　NUSTEP は今年度で２年目となるが，プログラムの

参加費，期間，対象となる日本語能力などの理由から，

応募者のほとんどがアジア圏の学生である。世界の日

本語学習者の８割以上がアジア圏の学習者ということ

を考えると，やむをえないことではあるが，長期的に

は，上に挙げたような項目を検討することで他の地域

からの参加を促すことができるかもしれない。


